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算 数 科 学 習 指 導 案 
   令和２年 10 月 第６学年 指導者 綾小路 千晶  

 

１ 単元名  並べ方や組み合わせ方を調べよう 

 

２ 学習指導要領上の位置付け 

第６学年 D データの活用 D(2)起こり得る場合 

(2)起こり得る場合に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

（ア）起こり得る場合を順序よく整理するための図や表などの用い方を知ること。 

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

（ア）事象の特徴に着目し、順序よく整理する観点を決めて、落ちや重なりなく調べる方法を考察する

こと。 

  

３ 目標 

 起こり得る場合に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

 ア、イは、「２ 学習指導要領上の位置付け」に同じ。 

 ウ 順序よく調べることや図や表に整理することのよさに気付き、生活や学習に生かそうとする姿勢

を育てる。（学びに向かう力、人間性等） 

  

４ 指導計画 ※別紙参照 
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５ 本時の展開（３／９） 

 (1) ねらい 

  「Ｔチャート」を活用して、図・式と言葉をつなげて考えを整理したり比較したりすることを通して、
全体から一部を取り出して並べるときの求め方を記述したり、説明したりできるようにする。 

 (2) 展開 

学習活動 

・予想される児童の反応 

時間 

 

○指導上の留意点 

◎研究上の手立て 

１ 学習を把握し、めあてを設定する。 

 

 

 

・樹形図をかけば簡単に求められる。 

・この問題では、何を聞かれているの

だろう。 

 

 

７ 

分 

 

 

 

 

 

○児童が問題意識をもって取り組めるよう、児童の

言葉をつなげながらめあてを作る。 

 

 

 

２ めあてを追究する。 

（1）個別に追究する。 

（Ａさん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｂさん） 

 

 

 

 

 

 

（2）考えを深める。 

Ａさんの考えについて 

【図と式をつなげる】 

・私は、Ａさんと同じように考えて、

式は６×４＝24。24通り。 

【言葉につなげる】 

・Ａさんは、○あが班長の場合の樹形図

を使って考えた。樹形図で考えると

６通りになる。だから○い、○う、○えが

 

８ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

分 

 

◎図や式を基に根拠を明らかにして言葉で説明できるよ

うに、図・式と言葉をつなげて整理したり比較したり

できるようにするための「Ｔチャート」を活用して自

分の考えをノートに表すよう声を掛ける。 

 

 

 

 

 

◎全体で考えを共有する際に説明できるよう、図と式が

かけた児童には考え方を文章で表すよう声を掛ける。 

○つまずいている児童には、樹形図のヒントカードを渡

し、自分なりの考えをもてるよう支援する。 

○考えを共有しやすくするために、複数の児童を選び、

図と式をそれぞれホワイトボードにかかせる。 

○誤答が出ない場合を想定して、誤答（24通り）の掲示

物を用意しておく。 

 

 

○左記以外の児童の意見が見られた場合、「（2）考え

を深める」の最後に紹介する機会を設ける。 

○全体での追究後、児童の変容が評価できるよう、

自分の答えが間違っていたと思っても消さずにか

き加えるなどするように声を掛ける。 

○友達の図が示していることを読み取ろうとする意

識をもてるよう、正答と誤答の両方の図（ホワイ

トボード）を掲示し、それぞれの図に対して答え

を求める式を別の児童が発表するようにする。 

 [めあて] ４人から班長と副班長を選ぶときは、どのように調べたらよいだろうか。 

評価項目＜方法（観点）＞ 

問題 ４人の班で、班長と副班長を決
めます。班長と副班長の選び方は、全
部で何通りありますか。 

Ｔチャート 

式 図 

言葉 
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班長のときもあるから６(通り)×４(

つ分)＝24(通り)と考えたと思う。 

Ｂさんの考えについて 

【図と式をつなげる】 

・私は、Ｂさんと同じように考えて、

式は３×４＝12。答えを12通り。 

ＡさんとＢさんを比較し、検討する 

・24通りと12通り、どちらが正しい答

えなのかな。 

・Ａさんの考えだと班長が○あで副班長

が○いになるときが二つある。 

・Ａさんの考えは重なりが出ている。 

重なりをなくせば、12になる。 

・24÷２をすれば12になる。 

Ｂさんの考えについて 

【言葉につなげる】 

・Ｂさんは、○あが班長のとき副班長は

３通りと考えた。班長が○い、○う、○え

の場合も同じように考えて３通りの

四つ分で３×４＝12になると思う。 

◎図と式をつなげ、根拠を言葉で表現できるよう、ど

うしてそのような式になったのか、式に出てくる数

はどのような意味なのか問い掛ける。 

◎24通りと12通りのどちらが正しいと言えるか、自

分なりの考えをもてるよう、結論とその根拠につ

いて隣の人と説明し合う活動を設定する。 

 

 

 

 

 

○誤答からも正しい調べ方の根拠を見付けられるよう

、24通りという誤答はどうして間違いなのか、追究

していく。 

○個別の追究の際に意見をもてなかった児童には、

分かりやすいと思う調べ方をノートにかくよう声

を掛ける。 

○Ａのように24通りになった児童には、正しい答え

にするにはどのように考えたらよいのか、自分の

考えにかき加えるよう声を掛ける。 

３ 学習をまとめる。 

・副班長までを樹形図で調べれば、重

なりなく答えが出せる。 

・全部の並べ方を考えたときは、重な

りを消したり、÷２したりすれば、

正しく調べることができた。 

 

 

 

７ 

分 

○よりよい求め方は何かをまとめることができるよう、

効率よく、落ちや重なりなく調べるためにはどう考え

るとよかったかという視点を与える。 

○本時の学びを共有できるよう、数人が発表できる

時間を設ける。 

４ 学習を振り返り、適用問題に取り組

む。 

 

 

８ 

分 

○考え方をすぐに共有できるよう、児童のワークシ

ートを撮影し、テレビに映す。 

 ６ 板書計画 

10/27 p.127 

 

 

 

 

 

 

 「Ｔチャート」を使って、樹形図や表と式を関

連付けて考えることを通して、求め方を記述した

り、説明したりしている。 

＜ノート・発言（思考・判断・表現)[記]＞ 

適用問題 赤、黄、緑、黒、むらさきの５色のうち２色を使って、右の旗のように色をぬります。 

旗のぬり方は全部で何通りありますか。 

○め ４人から班長と副班長を選ぶときは、どのよう

に調べたらよいだろうか。 

○問 ４人の班で、班長と副班長を決めます。 

班長と副班長の選び方は、全部で何通りありますか。 

○ま 4人から班長と副班長を選ぶときは、班長と副班

長になる人の選び方（並べ方）だけを考えると、効率

よく簡単に調べることができる。 

前時の掲示物 

班長と副班長が同じ場合が２つある。 

重なりが生じている。 

重なりがないようにするためには… 

樹形図や表を使うと調べられそう。 

 

式 図 

言葉 

 [まとめ] ４人から班長と副班長を選ぶときは、班長と副班長になる人の選び方（並べ方）だけを
考えると、効率よく簡単に調べることができる。 

班長が○あのとき、副班長は○い 、○う、○えのだれかになる。 

副班長が○いのとき、のこりの○う、○えのときには２通りになる。な

ので、○あが班長のときの選び方は６通り。班長が○あ～○えになるす

べてのパターンを考えると、全部で24通りになる。 

班長が決まると、副班長になる人は3通り。班長に

なる人は4通りなので、全部で12通りになる。 

○ふ赤、黄、緑、黒、むらさきの５色のうち２色を使って、 

右の旗のように色をぬります。 

旗の塗り方は、全部で何通りありますか。 



指導計画  算数科 第６学年 単元名「並べ方や組み合わせ方を調べよう」（全９時間計画） 
 

目
標 

起こり得る場合に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
ア（知識及び技能） 
・起こり得る場合を順序よく整理するための図や表などの用い方を知ること。 
イ（思考力、判断力、表現力等） 
・事象の特徴に着目し、順序よく整理する観点を決めて、落ちや重なりなく調べる方法を考察すること。 

ウ（学びに向かう力、人間性等） 
・順序よく調べることや図や表に整理することのよさに気付き、生活や学習に生かそうとする姿勢を育てる。 

評
価
規
準 

(1) 並べ方や組み合わせ方の総数について、図や表などを用いた求め方を理解し、求めることができる。（知識・
技能） 

(2) 事象の特徴に着目し、並べ方や組み合わせ方の総数の求め方について、落ちや重なりがないように図や表を使
って順序よく調べる方法を見いだし、説明できる。（思考・判断・表現） 

(3) 順序よく調べることや図や表に整理することのよさに気付き、生活や学習に生かそうとしている。（主体的に
学習に取り組む態度） 

過
程 

時
間 

○ねらい  

めあて 

・振り返り（意識） ・評価項目 

＜方法（観点）＞ 

で
あ
う 
 
 
 
 
 
 

１ ○４種類の遊びを全てするとき、全部で何通り
の回り方があるか考えることを通して、いく
つかのものを順番に並べるときの並べ方は全
部で何通りあるか、その求め方を考えること
ができるようにする。 

 

・思いついた順番に考えてい
くと、正確に調べることが
できなかったが、表に表し
たり樹形図を使って考えた
りすると、正確に調べるこ
とができるし、速く求める
ことができた。 

・同じ記号をかかない調べ方
は便利だと思った。 

・並べ方が何通りあるかにつ
いて、落ちや重なりがなく
求める方法を理解し、求め
ることができる。 

＜記述・発言(1)＞ 
・順序よく考えることや、図
や表に整理するよさに気
付き、生活や学習に生かそ
うとしている。 

＜記述(3)[記]＞ 

追
究
す
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
本
時 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 
 
 
 
 
 
 

○前時の表や図を基にして式ではどのように表
すことができるか考えることを通して、いく
つかのものを順番に並べるとき、並べ方は全
部で何通りあるか、その求め方を図や表、式
を関連付けて説明できるようにする。 

 
 
 
 
 
〇４人から班長と副班長を選ぶときの選び方を
考えることを通して、全体から一部を取り出
して並べるとき、並べ方は全部で何通りある
か、その求め方を考えることができるように
する。 

 
 
 
 
 
〇コインを何回か投げたときの表と裏の出方が
全部で何通りあるかを考えることを通して、
並べ方について理解を深めるようにする。 

 
 
 
 
 
〇４人の中からリーダー２人を選ぶ組み合わせ
を考えることを通して、いくつかのものの中
から順番に関係なく二つを選んだときの組み
合わせが全部で何通りあるか、その求め方を
考えることができるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
〇四つの果物のうち三つを使って果物セットを
作るときの組み合わせ方を考えることを通し
て、４種類の中から３種類を選ぶ組み合わせ
について考えることができるようにする。 

 

・答えは同じだけれど、式の
数の順を考えると、計算の
仕方を理解することができ
た。 

・樹形図の１番目が何種類あ
るか考えるのを忘れていた
ことに気付いた。 

 
 
 
・選ばれないものがあるとき
は、選ばれないものの順番
まで考えると重なりが出て
しまうことが分かった。 

・答えが出てももう一度考え
直したり、違う方法で調べ
てみたりすると間違いに気
付くことができた。 

 
 
・今までの学習ではだんだん
と数が減っていったが、出
方はいつも表と裏の２通り
なので、式で表すと２×２
×２になった。 

 
 
 
・いろいろな考え方があるが
効率よく考えるには、表を
使うとよかった。 

・今までと同じように考える
と、重なりが出てしまった。
組み合わせを調べるときに
大切なのは、同じ組み合わ
せを考えないことだと分か
った。 

・もとの人数や選ばれる人数
が多い場合ではどうなる
か、考えてみたい。 

 
 
・残す１種類が何になるかで
考えると、効率よく簡単に
調べることができると分か
った。 

・Ｔチャートを使って、並べ
方の求め方を図や表、式を
関連付けて考え、記述した
り、説明したりしている。 

＜記述・発言(2)＞ 
 
 
 
 
 
・Ｔチャートを使って、樹形
図や表と式を関連付けて
考えることを通して、求め
方を記述したり、説明した
りしている。 
＜ノート・発言(2)[記]＞ 

 
 
 
 
・同じことを繰り返し行う場
合の数について、図を使っ
て求めることができる。 

＜記述・発言(1)＞ 
 
 
 
 
・事象の特徴に着目し、いく
つかのものの中から順番
に関係なく二つを選んだ
場合の組み合わせ方につ
いて、Ｔチャートを使って
求め方を考え、それを記述
したり説明したりしてい
る。 

＜記述・発言(3)[記]＞ 
・既習の調べ方を用いて、組
み合わせ方の総数を工夫
して調べようとしている。 

＜記述(3)＞ 
 
・４種類から３種類を選ぶ場
合の組み合わせ方の総数
について、図や表を用いて
考え、説明している。 

＜記述・発言(2)＞ 

落ちや重なりがないようにするには、どの

ように調べたらよいだろうか。 

並べ方の求め方は、どんな式で表すことが

できるだろうか。 

４人から班長と副班長を選ぶときは、どの

ように調べたらよいだろうか。 

コインの出方を求めるには、どのように調

べたらよいだろうか。 

落ちや重なりがないように、組み合わせを

調べてみよう。 

組み合わせの調べ方を、更に深めよう。 

順番に関係なく二つを選ぶときは、どのよ

うに調べたらよいだろうか。 



つ
か
う 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
１ 

○おかずとサラダの組み合わせ方を考えること
を通して、既習事項の理解を深めるとともに
条件に合う組み合わせ方を考えることができ
るようにする。 

 
 
 
 
〇条件に合う目的地への行き方を考えることを
通して、場合を順序よく整理して組み合わせ
方を考えることができるようにする。 

 
 
 
 

・何を求めるのか、問題をよ
く読むことが大切だと感じ
た。 

・１カ月同じ給食にならない
ようにするためには、どの
ぐらいメニューがあればい
いのか考えてみたい。 

 
・それぞれの人の条件と、費
用や時間などの行き方の特
徴とを合わせて考えること
が大切だと分かった。 

・並べ方や組み合わせ方の総
数の求め方を理解し、図や
表を用いて求めることが
できる。 

＜記述・発言(1)＞ 
 
 
 
・それぞれの条件に着目し
て、目的に合う行き方を順
序よく考え、記述したり説
明したりしている。 

＜記述・発言(2)＞ 

 

これまでの学習との違いを見付けて、条件

に合う組み合わせを考えよう。 

効率よく、条件に合う行き方を考えるに

は、どのように調べたらよいだろうか。 


